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史

コ一
十
四
年
に
お
い
て
は 、
解
釈
と
関
連
し
た
語
法
の
研
究
が
依
然
と
し
て

隆
盛
を
き
わ
め
て
い
る
が 、
一
つ
一
つ
の
語
の
意
味
の
探
求
も 、
類
義
語
の

比
較
を
主
と
し
て 、
ま
す
ま
す
微
細
な
点
に
及
ん
で
い
る 。
な
お 、
特
に
目

に
つ
く
の
は 、
万
葉
集
の
訓
詰
に
関
す
る
論
考
が
い
よ
い
よ
豊
富
に
な
っ
て

い
る
こ
と
で
あ
る 。
通
説
に
あ
き
た
ら
な
い
ま
ま
に 、
旧
訓
に
か
え
る
う
と

す
る
も
の 、
新
訓
を
提
示
す
る
も
の 、
あ
る
い
は 、
ま
た 、
難
訓
の
処
理
に

立
ち
向
か
う
も
の 、
ま
こ
と
に
多
彩
で
あ
る 。

訓
点
語
に
関
す
る
研
究
は 、
特
定
の
研
究
者
た
ち
に
よ
っ
て 、
着
実
な
研

究
が
進
め
ら
れ
て
お
り 、

立日
韻
に
関
す
る
研
究
も 、
少
数
な
が
ら
成
果
が
上

げ
ら
れ
て
い
る 。
た
だ 、
音
韻
に
つ
い
て
は 、
そ
の
研
究
者
が
少
な
い
た
め

に 、
研
究
の
進
展
が
お
そ
い
う
ら
み
が
あ
る 。
語
法
の
問
題
に
し
て
も 、
語

実
の
問
題
に
し
て
も 、
音
韻
的
処
理
を
必
要
と
す
る
面
が
多
く
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず 、
そ
う
い
う

面
に
つ
い
て
は
た
ち
お
く
れ
を
生
じ
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る 。

以
下
項
目
別
に
研
究
の
概
況
を
見
わ
た
し
て
み
る 。

音
韻・
表
記
立回
韻
に
関
す
る
も
の
と
じ
て
は 、
ま
ず 、
音
価
の
推
定
を

試
み
た
も
の
に 、

馬
淵
和
夫
氏
「
上
代・
中
古
に
お
け
る
サ
行
頭
音
の
音

価」
(
国
語
と
国
文
学 、
三
十
六
巻一
号 、
一
月)
・

同
氏
「
上
代
タ
行
頭
音

の
音
価
に
つ
い
て」
(
言
語
と
文
芸 、
二
号 、
一
月)
が
あ
る 。
サ
行
頭
音

6 
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中古)

岸

武

田

夫

の
音
価
に
つ
い
て
は 、
さ
き
に 、
有
坂
秀
世
博
士
の
論
考
「
上
代
に
於
け
る

サ
行
の
頭
音」
(「
国
語
音
韻
史
の
研
究」
所
収)
が
あ
る
が 、
馬
淵
氏
は 、

有
坂
博
士
が 、
そ
の
論
拠
と
さ
れ
た
慈
党
大
師
の
「
在
唐
記」
に
対
す
る
解

釈
に
お
い
て
誤
り
を
お
か
し
て
お
ら
れ
る
も
の
と
し 、
こ
れ
に
別
途
の
解
釈

を
施
し
て 、
音
価
〔
J〕
を
推
定
さ
れ
た 。
有
坂
博
士
も
す
で
に
示
し
て
お

ら
れ
る
他
の
傍
証
的
資
料
と
も
合
わ
せ
て
見
る
時 、
馬
淵
氏
の
論
に
妥
当
性

が
認
め
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る 。
タ
行
頭立日
の品目
価
に
つ
い
て
は 、
「
悉
曇
蔵」

の
宗
叡
の
伝
に 、
「
そ
り
じ
た
音」
の
音
砕
に
「
如
日
本
音」
と
注
を
つ
け

て
い
る
こ
と
と 、「
在
唐
記」
の
宝
月
の
伝
に 、
歯
音
の
同
時伊
に
対
し
て 、
「
以

本
郷
多
字
音
呼
之 。
・
:

但
皆
加
歯
音 。」
と
注
を
つ
け
て
い
る
こ
と
と
を

に
ら
み
合
わ
せ
て 、
硬
口
査
は
ぐ
き品目
〔
hu〕
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

推
定
さ
れ
た 。
が 、
こ
の
場
合
の
資
料
の
解
釈
に
つ
い
て
は 、
多
少
の
幅
が

認
め
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る 。

上
代
特
殊
仮
名
遣
の
音
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
に 、
森
山
隆
氏
「
上
代
に

お
け
る
工
列
乙
類
の
性
格」
(
語
文
研
究 、
八
号 、
二
月)
が
あ
る 。
エ
列

乙
類・
エ
列
甲
類
の
音
の
結
合
例
と 、
甲・
乙
別
の
な
い
エ
列
を
甲
類
相
当

と
乙
類
相
当
に
分
け
た 、
そ
の
各立日
の
結
合
例
と
の
調
査
を
も
と
と
し
て 、

泉
井
久
之
助
博
士・
亀
井
孝
氏・
大
野
晋
氏
等
の
論
を
批
判
し 、
「
エ
列
乙

類
は
エ
列
甲
類
と
と
も
に 、
上
代
日
本
語
に
前
接
す
る
古
代
日
本
語
の
音
頭
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体
系
中
に
存
在
し
て
い
た」
「
e
は
古
代
日
本
語
に
お
い
て 、

お
よ
び
少
数
の
o
と
結
合
例
を
も
つ
こ
と
は
確
実
で
あ
る」
「
す
べ
て
の
e

が
白
か
ら 、
す
べ
て
の
e
が
旧
か
ら
生
じ
た
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い」
等
の

結
論
を
出
さ
れ
た 。
論
旨
は
う
な
ず
け
る
が 、
な
お
エ
列
音
の
特
殊
な
性
格

に
つ
い
て
の
検
討
の
余
地
は
残
る
で
あ
ろ
う 。

{子
音
に
関
す
る
論
考
に
は 、
小
松
英
雄
氏
「
舌
内
入
声
韻
尾
と
促
音
と
の

交
渉」
(
言
語
と
文
芸 、
二
号 、
一
月)
・

大
野
透
氏
「
入
芦品目
尾
ツ
に
関
す

る
新
資
料」
(
言
語
と
文
芸 、
四
号 、
五
月)
が
あ
る 。
小
松
氏
の
は 、
石

山
寺
蔵
本
大
般
若
経
字
抄
に
お
け
る
「
五」
「
下」
の
右
す
み
の
圏
点
に
よ

る
入
声
点
に
対
す
る
解
釈
に
も
と
ず
い
て 、
{子
音
の
入
声立円
の
典
型
は
〔み〕

で
あ
ろ
う
と
しい
さ
ら
に
図
書
察
本
類
表
名
義
抄
に
お
け
る
和
訓
の
入
声
点

か
ら
抽
出
さ
れ
る
音
は
つ
乙
で
あ
る
と
し
て 、
こ
の
両
者
を
見
合
わ
せ
て

和
訓
の
つ
C
は 、
音
節
的
に
先
行
音
か
ら
独
立
し
た
主
や
後
世
の
促
音

に
相
当
す
る
も
の
で
は
な
く 、
〈
国
語
の
入
声
音
V
で
音
韻
的
に
は
千円~
と

解
釈
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
す
る 。
大
野
氏
の
は 、
「
山
椀
記」
治
承

四
年
四
月
廿
二
日
条
の
記
事
に
も
と
ず
い
て 、
入
芦北円
尾
ツ
は 、
少
く
と
も

院
政
末
期
頃
ま
で
は 、
固
有
日
本
語
の
ツ
と
同点目
に
発
音
さ
れ
る
方
が
普
通

で
あ
っ
た
こ
と 、
い
わ
ゆ
る
鼻
的
破
裂
音
は 、
連
音
〔
t
n〕
で
あ
り 、

元

来
は
学
者
的
発
音
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る 。
そ
れ
ぞ
れ
に
入

声
音
尾
の
理
解
に
資
す
る
も
の
と
言
え
る 。
な
お 、
字品目
の
表
記
に
関
す
る

も
の
に 、
春
日
和
男
氏
「
草
仮
名
に
よ
る
字
音
表
記」
(
文
学
研
究 、
五
十

八
絹 、
七
月)
・

鈴
木
真
喜
男
氏
「
新
訳
華
厳
経
音
義
私
記
の
直
音
音
注」

(
文
芸
と
思
想 、
十
八
号 、
十一
月)
が
あ
る 。
春
日
氏
の
は 、
三
宝
絵
詞

東
大
寺
切
の
字耳目
表
記
に
つ
い
て
記
し
た
も
の 。
鈴
木
氏
の
は 、
私
記
花
見

a
-
u
・
1

え
る
直
音
形
式
の
音
注
を
採
集
整
理
し
た
も
の
で
あ
る 。

ア
ク
セ
ン
ト

に
関
す
る
も
の
と
し
て
は 、
小
松
英
雄
氏
「
平
安
末
期
畿
内

方
言
の
音
調
体
系
ω」
(
国
語
学、
三
十
九
穂 、
十
二
月)
・

桜
井
茂
治
氏
「

三
巻
本
「
色
英
字
類
抄」
所
載
の
ア
ク
セ
ン
ト

||
形
容
詞・
サ
変
動
詞
に

つ
い
て

|l」
(
国
学
院
雑
誌 、
六
十
巻
四
号 、
四
月)
が
あ
る 。
小
松
氏

の
は 、
承
暦
本
金
光
明
最
勝
王
経立円
義
を
主
資
料
と
し 、
図
書
官官
本
類
衆
名

義
抄・
観
智
院
本
類
表
名
義
抄・
前
田
家
本
色
葉
字
類
抄
そ
の
他
を
補
助
資

料
と
し
て 、
平
安
末
期
の
音
調
体
系
を
求
め
よ
う
と
す
る
論
考
の
第一
稿
で

あ
る 。表

記
に
つ
い
て
の
論
と
し
て
は 、
上
代
に
関
す
る
も
の
数
篇
を
見
る 。
橋

本
四
郎
氏
「「
こ
と
ば出
と
「
字
音
仮
名」

||
上
代
語
の
清
濁
を
中
心
に
|

|」
(
万
葉 、
三
十
号 、
一
月)・
同
氏
「
訓
仮
名
を
め
ぐ
っ
て」
(
万
菜 、

三
十
三
号 、
十
月)
・

蜂
矢
宣
朗
氏
「
読
添へ
と
書
添
へ
の
問

111
連
想
的

読
添へ
表
記
と
連
想
的
書
添
へ
表
記

lll」
(
万
葉 、
三
十
二
号 、
七
月)
・

同
氏
「
万
葉
集
読
添
訓
の
研
究」
(
天
理
大
学
学
報 、
二
十
九
号 、
七
月)
・

大
野
薙
照
氏
「
用
字
と
用
語

||
大
宮
之
内
二
手
所
聞
の
訓
に
つ
い
て
|」

(
国
語
国
文
研
究 、
十
三
号 、
七
月)
・

稲
垣
富
夫
氏
「
孤
悲

||
大
伴

家
持
の
用
字

||」
(
美
夫
君士山 、
創
刊
号 、
十
二
月)
な
ど
で
あ
る 。
橋

本
氏
の一
は 、
字
音
仮
名
表
記
に
お
け
る
文
字
の
選
択
に
は 、
表
記
に
の
ぞ

ん
で
の
も
ろ
も
ろ
の
条
件
が
存
す
る
か
ら 、
た
と
え
ば
清
濁
に
つ
い
て
も 、

文
字
の
相
違
か
ら
た
だ
ち
に
音
の
清
濁
を
決
定
す
る
こ
と
に
は
注
意
を
要
す

る
と
す
る
論 。
二
は 、
訓
仮
名
の
使
用
状
況
を 、
音
仮
名・
正
訓
字
の
使
用

と
の
関
係
に
お
い
て
と
ら
え 、
そ
の
傾
向
性
を
見
ょ
う
と
し
た
も
の 。
蜂
矢

氏
の一
は 、
た
と
え
ば 、
「
京
師
所
念」
(=一
ム一ニ
む
の
「
京」
を
ミ

ヤ
コ
と
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し
て 、
師
を
書
き
添
え
た
と
見
る
時
は
「
連
想
的
書
添
へ
表
記」 、
「
京
師」

を
ミ
ヤ
コ
と
し
て 、
γ
を
読
み
添
え
る
も
の
と
見
る
時
は
「
述
想
的
読
添へ

表
記」
で
あ
る
と
し
て 、
同
類
の
表
記
の
読
み
方
を
検
討
し
た
も
の 。
こ
は 、

全
般
的
読
み
添
え
表
記
の
論 。
大
野
氏
の
は 、
用
字
と
そ
れ
に
あ
た
る
用
語

の
関
係
を
人
間
の
な
識
に
踏
み
入
っ
て
考
え
よ
う
と
し
た
も
の 。
「
大
宮
之

内
二
手
所
間」
(=一・
云一八)
の
「
二
手」
に
つ
い
て
は 、
「
ニ
テ」
と
訓
む
旧

訓
に
も
ど
ろ
う
と
す
る 。
稲一坦
氏
の
は 、
大
作
家
持
の
文
字
使
用
の
特
徴
を

適
し
て 、
そ
の
文
学
の
地
盤
と
な
る
も
の
を
解
こ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る 。

文
法

文
法
に
関
す
る
論
考
が
多
い
と
は
言
っ
て
も 、
個
均
の
文
法
的
事

実
を
と
ら
え
た
も
の
が
大
部
分
で
あ
る
中
に 、
中
古
の
文
法
を
体
系
的
に
記

述
し
た
も
の
と
し
て 、
大
岩
正
仲
氏
「
文
語
文
法
概
要」
(
東
京
堂 、
十一

月)
が
あ
る 。
古
今
集
を
中
心
の
資
料
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で 、
随

処
に
す
ぐ
れ
た
見
解
が
う

か
が
わ
れ
る
が 、
特
に
位
格
の
論
に
お
い
て 、
教

え
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
多
い 。

講
座・
雑
誌
特
集
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
に 、
「
講
座
解
釈
と
文
法 、
3」

(
明
治
書
院 、
十一
月)
・

「
古
典
解
釈
に
役
立
つ
語
論」
(
解
釈
と
鑑
賞 、

二
十
四
巻
三
号 、
三
月)
・

「
古
典
文
法
の
第
二
総
合
探
求
〈
助
詞
篇
V」
(

学
燈
社 、
国
文
学、
四
巻
九
号 、
七
月
臨
時
増
刊)
が
あ
る 。

「
解
釈
と
文
法」
に
は 、
語
意
に
関
す
る
も
の
も
含
ん
で
い
る
が 、
「
源

氏
物
語」
に
つ
い
て
の
も
の
と
し
て 、
今
泉
忠
義
氏
「
再
検
討
と
こ
ろ
ど
こ

ろ」・
松
尾
拾
氏
「
逆
接
条
件
句
に
つ
く

「
も」
な
ど」・
阿
部
秋
生
氏
「
物

語
の
構
造
と
辞
句
の
解
釈」・
松
尾
聡
氏
「「
党
え
給
ふ」
の
語
義」・
森
重

敏
氏
「
用
言」・
五
十
嵐
三
郎
氏
「
助
動
詞・
助
詞」・
松
尾
拾
氏
「
文
の
接

続
法」・
玉
上
琢
弥
氏
「
源
氏
物
語
の
敬
語
法」・
石
田
穣
二
氏
「
源
氏
物
語

の
地
の
文
と
会
話
文
の
文
法」
が
ら
り 、

「
枕
草
子」
に
つ
い
て
の
も
の
と

し
て 、
回
中
重
太
郎
氏
「「
を
り」
の
待
遇
語
法
に
つ
い
て」・
松
村
誠一
氏

「
枕
草
子
の
文
章
理
解」
な
ど
が
あ
る 。
今
泉
氏
の
は 、
古
文
に
は 、
形
で

は
切
れ
て
い
な
が
ら
意
味
の
つ
な
が
り
を
持っ
て
い
る
い
ろ
い
ろ
な
用
法
が

あ
る
こ
と 、
「
い
づ
く
の
鍔
の
か
か
る
袖
な
り」
の
よ
う
に
不
定
代
名
詞
を

持
ち
な
が
ら
終
止
ど
め
に
な
っ
て
い
る
用
法
が
あ
る
こ
と 、
「
い
と
ま
ば
ゆ

き
人
の
御
お
ぼ
え
な
り」
の
「
お
ぼ
え」
は
受
身
と
し
て
の
用
法
で
あ
る
こ

と 、
「
急
ぎ
来
る
も
の
は」
の
接
続
助
詞
「
も
の
は」
に
つ
い
て
は 、
「
と
た

ん
に」
「
拍
子
に」
の
意
に
と
る
三
矢
重
松
説
を
と
る
こ
と
な
ど
を
説
か
れ

た
も
の 。
松
尾
拾
氏
の
は 、
「
も」
の
逆
接
の
条
件
句
に
つ
く

用
法
の
存
否

を
検
討
し
て 、
こ
の
用
法
の
存
在
を
篠
認
し 、
そ
の
発
生
の
由
来
を
提
示
格

と
し
て
の
用
法
に
求
め
よ
う
と
す
る
論
と 、
文
意
の
解
釈
は
か
な
ら
ず
し
も

文
構
造
か
ら
は
何
ら
れ
ず 、
語
の
も
つ
情
怠
的
領
域
が
発
言
権
を
持
つ
場
合

が
あ
る
と
す
る
論
と
を
含
ん
で
い
る 。
阿
部
氏
の
は 、
「
雨
夜
の
品
定
め」

を
対
象
と
し
て 、
一
一治
な
い
し一
句
の
解
釈
の
相
違
が 、
作
品
構
造
の
解
釈

に
か
か
わ
り
を
持
つ
と
い
う
こ
と
を 、
「
見
む
人」
そ
の
他
十一
項
目
の
語

句
を
と
り

上
げ
て
説
い
た
も
の 。
松
尾
聡
氏
の
は 、
「
党
ゆ」
と
い
う

語
が 、

「(
が)
党
ゆ」
と
い
う

形
を
と
る
の
が
普
通
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と 、
「
覚

え
給
ふ」
の
「
給
ふ」
は 、
主
語
の
位
置
に
立
つ
人
に
対
す
る
尊
敬
を
表
わ

す
場
合
と 、
補
語
の
位
置
に
立
つ
人
に
対
す
る
尊
敬
を
表
わ
す
場
合
と
が
あ

る
こ
と
を
豊
富
な
事
例
に
よ
っ
て
説
い
た
も
の 。
森
重
氏
の
は 、
用
言
の
各

活
用
形
の
用
法・
連
休
修
飾
句
の
用
法・
そ
の
他
二
三
の
町結
集
の
用
法
に
つ

い
て
述べ
た
も
の 。
五
十
嵐
氏
の
は 、
ベ
し・
ま
じ・
む・
ま
し・
じ
・
ら

し・
め
り・
ら
む
の
用
法
に
つ
い
て
述べ
た
も
の 。
松
尾
拾
氏
「
文
の
接
続

8 
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法」
は 、
「
雨
夜
の
品
定
め」
の
「
女
性一
般
論」
と
「
妻
の
選
定
論」
の

部
分
の
文
章
構
造
の
解
明
を
試
み
た
も
の 。
玉
上
氏
の
は 、
最
高
敬
語・
二

重
敬
語・
為
手
尊
敬
と
受
手
尊
敬
な
ど 、
敬
語
の
諸
相
に
つ
い
て
述
べ
た
も

の 。
石
田
氏
の
は 、
地
の
文
と
会
話
文
の
性
格
を
分
析
し
な
が
ら 、
な
お 、

地
の
文
に
お
い
て
も 、
作
者
の
感
情
の
高
張
に
よ
っ
て 、
会
話
文
的
な
様
相

を
お
び
て
く
る
と
こ
ろ
に 、
柔
軟
な
源
氏
物
語
の
文
体
の
特
徴
が
あ
る
と
す

る
も
の 。
回
中
氏
の
は 、
「
ゐ
る」
と
「
を
り」
に
つ
い
て 、

枕
草
子
の
全

用
例
を
示
し 、
他
の
中
古
の
作
品
の
用
例
を
も
検
討
し
て 、
「
ゐ
る」
は
動

作
を
表
わ
す
の
に
対
し
て 、
「
を
り」
は
存
在・
状
態
を
表
わ
す
と
と
も
に

「
い
や
し
め
る」
気
持
ち
を
表
わ
し
て
い
て 、
敬
語
助
動
詞
は
つ
か
な
い
と
い

う
こ
と
の
論
を
中
心
と
し
て 、
そ
の
他
二
三
の
語
句
の
用
法
に
ふ
れ
て
い
る

も
の 。
松
村
氏
の
は 、
文
の
切
れ
目・
段
の
切
れ
目
を
求
め
る
操
作
の
困
難

さ
か
ら 、
枕
草
子
の
文
章
理
解
は 、
作
品
全
体
の
理
解
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ

と
を
説
こ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る 。
諮
座
の
類
は 、
一
面
に
啓
蒙
的
な
役
わ

り
を
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が 、
こ
れ
ら
の
詩
論
稿
は 、
そ
れ
ぞ
れ
に

独
自
の
見
解
を
も
示
し
て 、
読
み
ご
た
え
の
あ
る
も
の
に
な
っ
て
い
る 。

「
古
典
解
釈
に
役
立
つ
語
論」
に
は 、

春
日
和
男
氏
「
自
動
詞
と
他
動

詞L・
橋
本
四
郎
氏
「
動
詞
活
用
の
変
遷」・
阪
倉
篤
義
氏
「
補
助
用
言」・

小
林
芳
規
氏
「
古
典
解
釈
と
語
の
文
法
的
な
識
別」
な
ど
が
A含
ま
れ
て
い

る 。
春
日
氏
の
は 、
主
と
し
て 、
向
動
詞
の
他
動
化
と
他
動
詞
の
自
動
化
の

状
況
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の 。
橋
本
氏
の
は 、
動
詞
活
用
の
変
遷
を
機
能

面
と
外
形
面
の
両
面
か
ら
た
ど
ろ
う
と
し
た
も
の 。
阪
介
氏
の
は 、
補
助
用

言
に
関
す
る
問
題
を 、
第
て
「
あ
り」
「
す」
な
ど
に
関
す
る
問
題 、
第

二 、
敬
語
の
問
題 、
第
三 、
動
作
の
様
態
な
ど
を
表
現
す
る
語
の
問
題
の
三

つ
に
ま
と
め
て 、
第一
の
「
あ
り」

「
す」
な
ど
は 、
形
式
用
言
と
い
う一

類
を
立
て
て 、
別
に
扱
う
の
が
よ
か
ろ
う
と
い
う
こ
と 、
第
二
の
「
給
ふ」

「
侍
り」
な
ど
の
敬
語
ゃ 、
第
三
の
「
も
み
ぢ
そ
む」
「
き
こ
え
か
く」
「
言

ひ
さ
す」
「
御
覧
じ
は
つ」
な
ど
の
語
は 、
補
助
動
詞
と
認
め
る
の
が
よ
か

ろ
う
と
い
う
こ
と
の
論 、
小
林
氏
の
は 、
「
あ
ゆ
ひ
抄」
と
「
詞
の
玉
緒」

に
お
け
る
語
の
識
別
の
事
例
を
紹
介
し
て 、
識
別
の
方
法
と
し
て 、
前
者
は

「一浩
の
承
接」
を
中
心
と
し 、
後
者
は
「
語
の
切
れ
続
き」
を
中
心
と
し
て

レ
る
こ
と
を
述
べ 、
あ
わ
せ
て 、
こ
の
両章一聞
に
も
れ
た
二
三
の
問
題
に
ふ
れ

て
い
る
も
の
で
あ
る 。
そ
れ
ぞ
れ
に
堅
実
な
記
述
が
な
さ
れ
て
い
て
教
え
ら

れ
る
と
こ
ろ
が
多
い 。

「
古
文
典
法
の
第
二
総
合
探
求」
に
は 、
金
田一
春
彦
氏
「
助
詞
の
本

質」・
件
伯
梅
友
氏
「
助
詞
の
史
的
展
開」・
白
石
大
二
氏
「
助
詞
に
関
す
る

諸
学
説
と
研
究
の
現
段
階」・
保
坂
弘
司
氏
「
解
釈
文
法
に
お
け
る
助
詞
の

位
相」・
今
泉
忠
義 、
浅
野
信 、
松
村
明 、
松
尾
拾
諸
氏
「
格
助
詞」・
林
巨

樹 、
桜
井
光
昭 、
田
口
庸一 、
堀
内
武
雄 、
橘
誠
諸
氏
「
接
続
助
詞」・
小

林
芳
規 、
本
位
田
重
美
諸
氏
「
副
助
詞」・
伴
久
美 、
福
島
邦
道 、
塚
原
鉄

雄
諸
氏
「
係
助
詞」・
根
来
司 、
吉
川
泰
雄 、
西
郷
喜
久
子 、
深
尾
洋
子 、

和
田
利
政 、
三
浦
和
雄
諸
氏
「
終
助
詞」・
宇
野
義
方 、
宮
地
敦
子
諸
氏
「

開
設
助
詞」・
丸
山
和
雄
氏
「
稜
合
助
詞
の
語
静止
と
用
法」・
宮
坂
和
江
氏
「

助
詞
研
究
文
献
総
覧」
な
ど
が
あ
る 。
「
格
助
詞」
以
下
の
各
論
に
お
い
て

は 、
発
生・
展
開・
接
続・
意
味
等
の
項
目
に
つ
い
て 、
従
来
の
諸
説
を
ふ

ま
え
た
記
述
が
見
ら
れ
る 。

個
々
に
独
立
し
た
論
考
と
し
て 、
文
構
造
に
関
す
る
も
の
と
し
て
は 、
浅

見
徹
氏
「
絶
え
む
の
心
わ
が
思
は
な
く
に

|l
陳
述
を
め
ぐ
る
問
題

||」
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(
万
葉 、
三
十
三
号 、
十
月)
・

花
本
初
子
氏
「
条
件
表
現
の
考
察

||
源

氏
物
語
の
条
件
句
の
異
本
の
相
違
を
中
心
と
し
て

11i」
(
国
語
と

国
文
学 、

三
十
六
巻
八
号 、
八
月)
が
あ
る 。
浅
見
氏
の
は 、
助
詞
「
の」
が
連
体
格

を
構
成
す
る
と
き 、
「
の」
の
承
け
る
句
あ
る
い
は
文
と
し
て
の
ま
と
ま
り

が 、
体
言
と
し
て
の
一
成
分
に
転
位
す
る
場
合
が
あ
り 、

「
絶
え
む
の
心」

な
ど
の
場
合
は 、
「
む」
に
含
ま
れ
る
意
志
的
陳
述
の
ゆ
え
に 、
そ
こ
で
終

結
し
た
文
と
し
て一
体
言
の
位
置
に
立
つ
も
の
で
あ
り 、

従っ
て 、
こ
の
場

合
の
「
む」
は
終
止
形
と
見
な
さ
れ
る
と
す
る
も
の 。
す
じ
の
通っ
た
論
で

あ
る 。
花
本
氏
の
は 、
「
未
然
+
ば」
の
条
件
句
が
異
本
に
よ
っ
て
「
格
助

詞
の
接
続
し
た
形」
「
提
示
の
形」
「
接
続
助
詞
の
つ
い
た
形L
「
中
止
の
形」

と
対
応
し
て
い
る
例
を
あ
つ
め
て 、
そ
の
よ
う
に
書
き
か
え
ら
れ
る
理
由
を

考
察
し
た
も
の 。
表
現
性
の
問
題
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
論
で
あ
る 。

名
詞
に
関
す
る
も
の
に 、
山
口
亮
二
氏
「
複
合
名
詞
に
お
け
る
意
味
関
係

||
源
氏
物
語
の
用
例
に
つ
い
て

||」
(
国
語
国
文 、
二
十
八
巻一
号 、

一
月)
が
あ
る 。
従
属
関
係
の
複
合
名
詞
に
つ
い
て 、
後
項
を
中
心
と
し
た

意
味
関
係
を
整
理
し
て 、
依
存
関
係・
志
向
関
係・
後
項
の
存
花
に
関
す
る

意
味
関
係
の
三
類
を
立
て
た
も
の 。
困
難
な
問
題
が
よ
く

処
理
さ
れ
て
い

る 。動
詞
に
関
す
る
も
の
に
は 、
橋
本
四
郎
氏
「
動
詞
の
重
複
形」
(
国
語
国

文 、
二
十
八
巻
八
号 、
八
月)・
関一
雄
氏
「
複
合
動
向
変
遷
上
の一
問
題

||「
他
動
詞
+
出
づ」
か
ら
「
他
動
詞
+
出
だ
す」
へ

11t」
(
言
語
と
文

芸 、
四
号 、
五
月)
・

木
下
正
俊
氏
「
動
詞
「
ウ
ラ
ム」
古
活
用
臆
断」
(
万

葉 、
三
十一
号 、
四
月)
な
ど
が
あ
る 。
橋
本
氏
の
は 、
終
止
形
重
複
の
「

ナ
ク

/九、
型」
と

連
用
形
重
複
の
「
ナ
キ

/\
型」
に
つ
い
て 、
そ
の
機
能

と
歴
史
的
消
長
を
と
ら
え
よ
う
と
し
た
も
の 。
関
氏
の
は 、
「
引
き
出
づ」

「
思
ひ
出
づ」
か
ら
「
引
き
出
す」
「
思
ひ
出
す」
へ
の
変
遷
を 、

複
合
動

詞
の
構
成
要
素
問
の
意
味
関
係
の
時
代
に
よ
る
変
転
に
結
び
つ
け
て
考
え
よ

う
と
し
た
も
の 。
い
ず
れ
も
丹
念
な
論
で
あ
る 。
木
下
氏
の
は 、
「
ウ
ラ
ム」

か
ら
派
生
し
た
形
容
詞
と
見
ら
れ
る
「
ウ
ラ
メ
シ」
の
メ
に
甲
類
仮
名
「
売
」

が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら 、
ロ
3
5
+白
十回Fi--

5
3
3
に
な
っ

た
も
の
と
考
え 、
派
生
形
容
詞
は 、
一
般
に
動
詞
語
幹
+
a
+
剖
の
形
を
と

っ
て
生
ず
る
も
の
で
あ
り 、
E
S
E-
が
語
幹
で
あ
り

得
る
よ
う
な
活
用
は
上

一
段
を
お
い
て
は
な
い
と
し
て 、
「
ウ
ラ
ミ

ル」
は
古
く
は
上一
段
で 、
お

そ
ら
く
は
「
心
見
る」
で
あ
ろ
う
と
い
う 。

結
論
は 、
あ
る
い
は
正
し
い
か

も
し
れ
な
い
が 、
説
明
の
過
程
に
は
異
論
も
あ
ろ
う 。

助
動
詞
に
関
す
る
も
の
に
は 、
塚
原
鉄
雄
氏
「
活
用
語
に
接
続
す
る
助
動

詞
八
な
り
V
の
生
態
的
研
究

||
王
朝
仮
名
文
学
作
品
を
資
料
と
し
て
|」

(
国
語
国
文 、
二
十
八
巻
七
号 、
七
月)・
宮
城
文
雄
氏
「
ふ
た
た
び
終
止

形
接
続
の
「
な
り」
の
意
味
に
つ
い
て

ーーー
情
意
的
断
定
を
あ
ら
わ
す
と
み

る
仮
説

||」
(
徳
島
大
学
学
芸
紀
姿 、
九
巻 、
八
月
稿)
・

宮
田
和一
郎
氏

「
終
止
形
に
接
続
す
る
助
動
詞
「
な
り」」
(
解
釈 、
五
巻
五
号 、
六
号 、
七

号 、
九
号 、
五
月 、
六
月 、
七
月 、
九
月)・
長
船
省五口
氏
「
助
動
詞
「
つ」

と
「
ぬ」

||
ア
ス
ペ
ク
ト

の
観
点
か
ら

||」
(
国
語
国
文 、
二
十
八
巻

十
二
号 、
十
二
月)
・

森
井
蘭
氏
「「
ま
し」
の
性
格

||
万
葉
集
を
中
心
と

し
て

||l」
(
女
子
大
国
文 、
十
二
号 、
二
月)
・

同
氏
「「
む」
の
性
絡
l­

推
量・
意
志
の
あ
ら
わ
れ
方

||」
(
交
子
大
国
文 、
十
五
号 、
十
月)
〈
未

見
V
・

山
田
珠
子
氏
「
助
動
詞
「
ら
む」
の
通
時
的
考
察」
(
学
習
院
大
学

国
語
国
文
学
会
誌 、
三
号 、
一
月)
な
ど
が
あ
る 。
塚
原
氏
の
は 、
終
止
形

10 



昭和三十 四 年における国語学界の展望一国 語史(上代中古)ー

接
続
の
「
な
り」
と
連
体
形
接
続
の
「
な
り」
の
使
用
度
数
を 、
歌
集・
物

一
語・
日
記
に
つ
い
て 、
詞霊園
と
和
歌
の
部
分 、
地
の
文
と
心
理
的
文
と
会
話

文
の
部
分
に
分
け
て
調
査
し
て 、
終
止
形
接
続
の
「
な
り」
は
口
頭
語
的
性

格
が
強
い
と
す
る
も
の 。
宮
城
氏
の
は 、
終
止
形
接
続
の
「
な
り」
が
断
定

と
情
意
の
綜
合
表
現
す
な
わ
ち
情
意
的
断
定
を
あ
ら
わ
す
語
で
あ
る
と
す
る

自
説
を
再
確
認
し
よ
う
と
す
る
も
の 。
い
わ
ゆ
る
伝
聞
推
定
説
と
の
間
に
論

の
く
い
ち
が
い
が
あ
る
よ
う

で
あ
る 。
宮
田
氏
の
は 、
二
十一
代
集・
源
氏

物
語
に
お
け
る
用
例
を
整
理
し
て
か
か
げ
た
も
の 。
長
船
氏
の
は 、
内
在
的

ア
ス
ペ
ク
ト

の
観
点
か
ら 、
「
ぬ」
は
「
将
来
的」
時
点
↓「

現
在
的」
時

点
↓「

過
去
的」
時
点
の
方
向
を
と
る
動
作
の
完
了
態
を
表
現
し 、
逆
に
「
つ」

は
「
過
去
的」
時
点
↓「

現
在
的」
時
点
↓「

将
来
的」
時
点
の
方
向
を
と
る

動
作
の
完
了
態
を
表
現
す
る
と
い
う
も
の 。
中
西
宇一
氏
の
「
発
生し
と

「
完
了」
の
論
と
あ
わ
せ
て
注
目
す
べ
き
論
で
あ
る 。
森
井
氏
の
「
ま
し」

の
論
は 、
「
ま
し」
の
含
ま
れ
た
文
が 、
多
く
の
場
合 、
作
者
が
現
在
の
状

況
に
不
満
を
感
じ
て
い
る
場
合
で
あ
り 、
そ
の
不
満
の
解
消
を
願
う 、
そ
の

願
い
が
目
的
と
な
り 、
目
的
達
成
へ
の
手
段
に 、
仮
想 、
願
望
表
現 、
予
想

の
三
つ
が
あ
る
も
の
と
す
る
論 。
山
田
氏
の
は 、
「
ら
む」
の
原
義
が
「
状
態

の
推
量」
を
い
う
も
の
で 、
表
現
者
以
外
の
も
の
を
常
に
表
現
内
容
の
主
語

と
し 、
そ
の
主
語
に
あ
た
る
も
の
は
多
く

遠
距
離
に
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
か
ら 、
そ
の
よ
う
な
用
法
が
広
が
り
を
も
っ
て
変
遷
し
て
ゆ
く

す

が
た
を
と
ら
え
よ
う
と
し
た
も
の 。
両
氏
の
も
の
と
も 、
こ
ま
か
い
分
析
が

試
み
ら
れ
て
い
る 。

助
詞
に
関
す
る
も
の
に
は 、
塚
原
鉄
雄・
塚
原
幸
子
両
氏
「
連
体
格
を
構

成
す
る
助
詞
二
つ

||
格
助
詞
〈
な
V
と
格
助
詞
八
つ
V
と

||」
(
万
葉 、

三
十
号 、
一
月)
・

藤
井
美
佐
子
氏
「
助
詞
「
ま
で」
の
通
時
的
考
察」
(
学

習
院
大
学
園
語
国
文
学
会
誌 、
四
号 、
九
月)
・

宮
城
文
雄
氏
「
接
続
助
詞

に
の
表
現
性

||
源
氏
物
語
文
体
論
ノ
l
ト

同

||」
(
徳
島
大
学
学
芸
紀

要 、
八
巻 、
二
月)
・

青
木
孝
氏
「
古
事
記
に
見
え
る
助
詞
「
に」
の
古

用
法
に
つ
い
て

||
詠
嘆
の
意
を
表
わ
す
も
の

||」
(
青
山
学
院
女
子
短

期
大
学
紀
要 、
十一
絹 、
六
月)
・

千
田
幸
夫
「「
も
が 、
て
し
か」
考
付
|

記
紀
歌
謡
に
つ
い
て

||」
(
鹿
児
島
大
学
文
科
報
告 、
八
号 、
七
月)・
中

川
浩
文
氏
「
助
詞
「
へ」
の
性
格
の
再
検
討

ーー
そ
の
成
立
の
問
題
に
ふ
れ

て

||l」
(
女
子
大
国
文 、
十
五
号 、
十
月)
〈
未
見
V
・

此
島
正
年
氏「
古

代
に
お
け
る
主
格
助
詞
「
が」
「
の」」
(
弘
前
大
学
紀
要 、
二
月)
〈
同
V

な
ど
が
あ
る 。
塚
原
氏
の
は 、
「
な」
「
つ」
の
連
休
機
能
を
生
態
的
に
と
ら

え
て 、
「
A
な
B」
の
形
に
お
い
て
は 、
A
が
B
を
包
摂
し 、
A
B
の
結
合

度
は
緊
密
で
あ
る
の
に
対
し
て 、
「
C
つ
D」
の
形
に
お
い
て
は 、
D
が
C

を
包
摂
し 、
C
と
D
は
独
立
性
が
強
い
と
い
う
こ
と 、
〈
な
V
が
求
心
的
で

あ
る
の
に
対
し
て
八
つ
V
は
遠
心
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
な
ど
を
論
じ
た
も

の 。
藤
井
氏
の
は 、
「
ま
で」
の
本
来
の
意
味
は
「
至
り

及
ぶ
点」
に
あ
り 、

そ
こ
か
ら
時・
距
離・
程
度
の
到
達
点・
包
括
な
ど
を
示
す
用
法
が
生
ま
れ

る
と
し 、
そ
の
よ
う
な
用
法
の
時
代
に
よ
る
消
長
の
あ
と
を
た
ど
っ
た
も

の 。
宮
城
氏
の
は 、
接
続
助
詞
「
に」
に
つ
い
て 、
上
接
句・
下
接
句
の
性

格
を
検
討
し
て 、
そ
れ
が 、
上
接
句
の
客
観
的
叙
述
を
情
意
的
に
統
括
し

て 、
そ
れ
を
発
想
の
場
と
し
て
主
観
的
叙
述
を
展
開
し 、
あ
る
い
は 、
上
接

句
の
主
観
的
叙
述
を
下
句
に
接
続
し
て 、
心
理
的
述
懐
的
文
脈
を
構
成
す
る

と
い
っ
た
表
現
様
式
を
に
な
う

情
意
的
表
現
の
語
で
あ
る
と
し 、
こ
の
よ
う

な
表
現
様
式
が
確
立
し
た
の
は
持
始
日
記
に
お
い
て
で
あ
り 、
こ
れ
を
完
成
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し
た
の
が
源
氏
物
語
で
あ
る
と
い
う 、

精
紋
な
論
考
で
あ
る 。
青
木
氏
の

は 、
麻
許
曽調
斗
比
多
麻
問
(
記
・

下)
・

阿
里
登
伊
波
婆
許
曽
爾
伊
幣
爾

毛
由
加
米
(
同)
の
「
に」
に
つ
い
て 、
こ
れ
を
「
詠
嘆
の
a芯
を
表
わ
す
間

投
助
詞」
と
見
ょ
う
と
す
る
も
の 。
千
田
氏
の
は 、
「
も
が」
「
て
し
か」
の

対
立
に
つ
い
て 、
中
古
の
「
な
む」
「
ば
や」
の
示
す
希
求・
願
望
の
対
立

を 、
そ
の
ま
ま
の
形
で
適
用
す
る
の
は
妥
当
で
な
い
の
で
は
な
い
か 、
と
し

て 、
こ
の
二
者
の
承
接
上
の
相
違
か
ら 、
一
方
が
客
体
的
な
対
象
を
求
め
る

の
に
対
し
て 、
他
方
は
主
体
的
な
行
為
を
意士心
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
す
る

も
の 。
続
稿
が
期
待
さ
れ
る 。

そ
の
他 、
文
法
に
関
す
る
も
の
に 、
夜
野
信
氏
「
風
土
記
の
発
想
と
文
法

||
古
事
記 、
口
本
紀
と
の
対
比
に
お
け
る

||」(
相
模
女
子
大
学
紀
要 、

七
号 、
十
二
月)
・

弁
上
富
蔵
氏
「「
わ
が
ゆ
ゑ
に」
と
「
わ
が
か
ら
に」
の

考
察

||
万
葉
集
語
法
の
研
究

||l」(
岡
山
大
学
法
文
学
部
学
術
紀
要 、
十

一
号 、
一
月)
・

大
野
晋
氏
「
源
氏
物
語
の
た
め
の
文
法」
(
解
釈
と
鑑
賞 、

二
十
四
巻
十
二
号 、
十
月 、
臨
時
増
刊)
な
ど
が
あ
る 。
浅
野
氏
の
は 、
「

山
路
を
行
き 、

副剖刷叫
逢
ふ」
と
い
う 、

'+門
事
記
に
見
え
日
本
書
紀
に
見

ら
れ
な
い
古
代
発
想
の
文
法
が 、
日
本
書
紀
と
間
態
の
風
土
記
に
う

か
が
え

る
と
い
う

事
実
を
指
摘
し
た
も
の 。
井
上
氏
の
は 、
「
ゆ
ゑ」
と
「
か
ら」

の
相
還
を 、
そ
の口問
詞
性・
意
義・
用
法・
接
続
の
上
か
ら
検
討
し 、
万
葉

集
に
お
け
る
「
故」
の
訓
み
方
に
ま
で
及
ん
だ
も
の
で
あ
る 。
大
野
氏
の

は 、
終
助
詞
中
の
「
な」
「
な
・

そ」
「
よ」
「
ぞ」
の
用
法
に
つ
い
て 、

啓
蒙
的
に
解
説
し
た
も
の
で
あ
る 。

語
意・
語
嚢

上
代
語
を
中
心
と
し
て
論
じ
た
も
の
に
井
出
至
氏
「
万
葉

一語
イ
ハ
パ
シ
ル
・

ハ
シ
リ

ヰ・
ハ
シ
リ

テ」
(
万
葉 、
三
十
二
号 、
七
月)

-
境
田
四
郎
氏
「
意
斐
志
考」
(
女
子
大
文
学 、
十
号 、
二
月)・
福
田
良
輔

氏
「「
ソ
ダ
タ
キ・
タ
タ
キ」
管
見」
(
文
芸
と
思
想 、
十
八
号 、
十一
月)

・
吉
田
金
彦
氏
「「
し
こ
る」
「
あ
き
じ
こ
る」
孜」
(
万
菜 、
三
十
二
号 、

七
月)
・

沢
務
久
孝
氏
「「
ひ
さ
き」
孜」
(
国
語
国
文
研
究 、
十
三
号 、
七

月)
・

柴
生
田
稔
氏
「「
か
を
る」
と
「
に
ほ
ふ」」
(
国
語
と
国
文
学 、
三
十

六
巻
三
号 、
=一
月)
・

丸
山
嘉
信
氏
「「
す
く
な
く
も

ーー
な
く
に」
考(
上)

llB
否
定
歌
語
表
情
の
研
究
第
四
稿

lll」
(
徳
島
大
学
学
芸
記
要 、
八
巻 、

二
月)・
原
田
芳
起
氏
「
類
義
語
の
意
味
論
的
処
理

||「
や
さ
し」
「
恥
づ

か
し」
の
あ
い
だ

11」
(
言
語
と
文
芸 、
七
号 、
十一
月)
な
ど
が
あ
る 。

井
手
氏
の
は 、
「ハ
シ
ル」
の
語
意
が 、
動
き
の
方
向
に
は
関
係
な
く 、
動

き
の
勢
の
よ
さ・
早
さ・
激
し
さ
を
言
ぃ 、
跳
躍
す
る・
は
ね
る
意
に
も
用

い
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
か
ら 、
標
題
の
三
語
の
窓
味
を
解
こ
う
と
す
る
も

の 。
境
田
氏
の
は 、
「
怠
斐
志」
の
「
ヒ
シ」
を
干
瀬・
干
石・
干
州
な
ど

の
怠
と
見
ょ
う
と
す
る
方
言
研
究
家
の
側
か
ら
の
新
説
を
否
定
し
て 、
オ
ホ

イ
シ
↓
オ
ヒ
シ
説
を
と
ろ
う
と
す
る
も
の 。一
羽
田
氏
の
は 、
「
擁」
「
撫」
等

の
漢
字
の
義
に
相
当
す
る
「
タ
タ
ク」
と
い
う

語
が
奈
良
時
代
に
存
在
し 、

「
両
手
で
掩
う
よ
う
に
撫
で
る」
意
を
持っ
て
い
た
と
い
う

論 。
吉
田
氏
の

は 、
「
し
こ
る」
は 、
「
し
凝
る」
で 、
「
し
こ
り

来」
は
「
元
気
よ
く
来
る」

意 、
「
あ
き
じ
こ
る」
は
「
熱
心
に
寅
う」

意
で
あ
る
と
す
る 。
「
し」
に
対

す
る
解
釈
が
明
瞭
で
な
い
う
ら
み
が
あ
る 。
沢
潟
氏
の
は 、
「
久
木」
に
つ

い
て
「
き
さ
さ
げ」
説
を
と
る
も
の 。
小
稿
で
あ
る 。
柴
生
田
氏
の
は 、
主

と
し
て
「
に
ほ
ふ」
に
つ
い
て 、
万
葉
集
の
用
例
を
調
資
さ
れ
て 、
そ
れ
が

色
の
き
わ
だ
つ
・

浮
き
た
つ
立
を
本
義
と
し 、
さ
ら
に
そ
の
作
用
が
動
揺
性

を
も
っ
て
他
に
移
り

動
き
映
発
す
る
と
い
う

性
質
が
生
じ
て
く
る
と
い
う
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論 。
丸
山
氏
の
は 、
「
す
く
な
く
も」
は
誘
導
語
的
な
性
質
を
も
っ
語
で
あ

り 、
そ
れ
が
否
定
(
又
は
反一
浩)
の
反
戻
的
語
句
を
伴
な
う
の
は 、
「
甚
多」

に
対
す
る
信
慾
性
の
な
い
腕
曲
口
調
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
と
い
う 。

原
田

氏
の
は 、
奈
良
時
代
に
お
い
て
類
義
語
と
認
め
ら
れ
る
「
恥
づ
か
し」
「
や

さ
し」
「
お
も
な
し」
のコ一一諸
に
つ
い
て 、
そ
れ
ら
が
お
の
お
の
異
な
っ
た

す
が
た
に
お
い
て
変
遷
し
て
ゆ
く
過
程
を
跡
づ
け
た
も
の 。
「
本
稿
は
類
義

務叩
群
を
単
位
と
し
た
意
味
論
的
研
究
と
い
う

方
法
論
的
な一
つ
の
試
み
を
実

行
し
た
も
の
で
あ
っ
た
よ
と
い
う 。

通
時
論
的
な
意
味
論
を
う
ち
立
て
る

上
に一
つ
の
示
唆
を
与
え
る
も
の
で
あ
る 。

中
古
語
を
中
心
と
し
て
論
じ
た
も
の
に 、
中
西
良一
氏
「
源
氏
物
語
の
「

け
し
き」
と
「
け
は
ひ
と
(
和
歌
山
大
学
学
芸
学
部
紀
要 、
九
号 、
七
月)・

大
塚
日一
氏
「「
な
さ
け」
に
つ
い
て」
(
芸
林 、
十
巻一
号 、
二
月)・
石
川

徹
氏
「
平
安
文
学
語
意
考
証
(
そ
の
六)

||
あ
い
な
し 、
あ
い
だ
ち
な
し 、

み
づ
は
く
む

||」
(
平
安
文
学
研
究 、
二
十
三
椅 、
七
月)・
河
辺
名
保
子

氏
「「
を
し 、
あ
た
ら
し」
「
く
や
し 、
ね
な
し 、
く
ち
を
し 、
た
な
し」
「

あ
し 、
わ
ろ
し」
考」
(
学
習
院
大
学
国
語
国
文
学
会
誌 、
三
号 、
一
月)・

柿
谷
雄
三
氏
「
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
の
副
詞
に
関
す
る一
考
察」
(
論
究
日
本

文
学、
十一
号 、
九
月)・
吉
田
金
彦
氏
「
国
語
的
表
現
の
語
柔
「

||』
か

す」」
(
国
語
国
文 、
二
十
八
巻
四
号 、
四
月)
・

同
氏
「
し
し
こ
ら
か
す

ll

中
古
語
集
研
究
H

I--」
(
愛
媛
国
文
研
究 、
八
号 、
二
月)・
桜
井
光
昭
氏

「
今
昔
物
語
集
の
擬
声
語
の
用
例」
(
早
稲
田
大
学
学
術
研
究 、
八
号 、
十

二
月)
・

宮
田
和一
郎
氏
「
歌
話
お
よ
び
歌
謡
的
な
る
も
の
付」
(
平
安
文
学

研
究 、
二
十
三
瞬 、
七
月)
・

原
田
芳
起
氏
「「
す
ぢ
な
し」
か
「
ず
ち
な

し」
か

lli
同
義
語
問
題
の一
処
方
と
し
て

||」
(
解
釈 、
五
巻
十一
-

十
二
号 、
十
二
月)
な
ど
が
あ
る 。
中
西
氏
の
は 、
「
け
し
き」
と
「
け
は

ひ」
に
つ
い
て 、
そ
れ
ら
の
表
現
対
象
の
相
違
を 、
自
然
現
象・
人
間
生
活

に
つ
い
て
求
め
て 、
「
け
し
き」
が
視
覚
性・
外
面
性
に
傾
く
の
に
対
し
て 、

「
け
は
ひ」
は
薄
明
性・
情
調
性・
含
蓄
性
に
傾
く
も
の
と
し 、
「
け
は
ひ」

は
枕
草
子
に
少
な
く
し
て
源
氏
物
語
に
多
く 、
そ
の
美
の
形
成
に
参
与
し
て

い
る
と
い
う 、

精
細
な
論
で
あ
る 。
大
塚
氏
の
は 、
「
な
さ
け」
が
伊
勢
物

語
に
初
見
の
語
で 、
源
氏
物
語
に
特
に
著
し
い
活
躍
を
し
て
お
り 、

人
間・

自
然・
事
物
へ
の
「
思
ひ
や
り」
を
表
わ
す
語
と
し
て 、
「
み
や
び」
を
中

心
と
す
る
時
代
文
化
を
形
成
す
る
重
要
な
因
子
を
な
し
て
い
る
と
す
る
論 。

石
川
氏
の
は 、
「
あ
い
な
し」
に
つ
い
て
は 、
「
あ
ひ
な
し」
と
同一
語
と
見

て 、
一
貫
し
た
語
義
を
探
ろ
う
と
し 、
「
あ
い
だ
ち
な
し」
は 、
「
問
(
ア
ハ

ヒ)
立
ち
(
ダ
チ)
無
し」
を
原
型
と
見
て 、
そ
こ
か
ら
語
義
を
求
め 、
「

み
づ
は
く
む」
は 、
瑞
歯
説
と
問
象
女
説
の
両
義
を
も
っ
論
と
見
ょ
う
と
す

る
も
の 。
河
辺
氏
の
は 、
標
記
の
類
義
語
の
意
義
的
な
相
違
を
克
明
に
求

め
て
い
る 。
柿
谷
氏
の
は 、
擬
声
擬
態
副
詞
中
の
「
し
し
と」
「
よ
ひ
そ
よ

ひ
そ」
「
つ
ぶ
つ
ぶ
と」
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の 。
吉
田
氏
の
前
の
論
は 、

接
尾
語
「
か
す」
を
伴
う

語
の
用
例
を
物
語・
日
記・
訓
点
本
等
に
つ
い
て

精
査
し
て 、
そ
れ
が
口
一治
的
性
格
の
語
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と 、
他
動
的
伎

役
的
の
段
階
か
ら一 一穫
の
自
動
詞
的
な
情
態
表
現
の
語
実
に
移
っ
て
い
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
論
じ
て
い
る 。
後
の
論
は 、
「
し
し
こ
ら
か
す」
の
原

語
と
し
て
「
し
し
こ
(
か)
る」
と
い
う

藷
の
存
在
を
想
定
し 、
こ
の
「
し

し
こ
る」
の
変
化
に
よ
っ
て 、
現
紅
愛
媛
等
の
方
言
に
見
ら
れ
る
「
し
こ

る」
(
勢づ
く
意)
が
生
じ
た
も
の
と
見
る
も
の 。
桜
井
氏
の
は 、
擬
声
語

を
副
詞
形
態
と
動
詞
形
態
に
分
け
て 、
全
巻
の
分
布
状
態
を
調
査
し、
そ
れ
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と
文
体
と
の
関
係
を
説
い
た
も
の 。
宮
田
氏
の
は 、
「
に
ぎ
り
け
る」
「
ぞ
と

も
な
し」
「
と
は
な
し
に
・
と
も
な
し
に
・
と
も
な
し
の
・
と
な
し
に」
等

を
歌
語
と
見 、
「
と
す
ら
む」
を
和
歌
に
用
例
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
非

歌
謡
的
な
る
も
の
と
す
る 。
原
田
氏
の
は 、
枕
草
子
に
見
え
る
三
例
の
「
す

ち
な
し」
に
つ
い
て 、
こ
れ
を
「
ず
ち
(
術)
な
し」
で
あ
る
と
し 、
こ
れ

と
同
義
語
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
「
す
ぺ
な
し」
と
の
交
渉
を
説
い
た
も
の
で

あ
る 。以

上 、
語
意
に
つ
い
て
は
精
細
な
論
考
も
見
ら
れ
る
が 、
こ
の
よ
う
な
個

々
の
論
考
を
統
括
し
て
大
き
く
通
時
的
な
意
味
論
の
建
設
に
立
ち
向
か
う

研

究
者
が
生
ま
れ
て
ほ
し
い
も
の
と
恩
わ
れ
る 。

訓
詰

万
葉
集
の
訓
詰
に
関
す
る
も
の
を一
括
し
て
あ
げ
る
と 、
沢
潟
久

孝
氏
「
た
づ
き
は
り
ゆ
き
て
(
い
に
て
こ
(
清
心
国
文 、
二
号 、
三
月)・

同
氏
「
愛
耶」
(
美
夫
君
志 、
創
刊
号 、
十
二
月)
・

佐
伯
梅
友
氏
「「
左
手

娘
師
子」
に
つ
い
て」
(
美
夫
君士山 、
創
刊
号 、
十
二
月)
・

森
本
治
吉
氏

「「
家
聞
か
に」
新
汚」
(
中
大
国
文 、
二
号 、
三
月)
・

松
田
好
夫
氏
「「
美

夫
君
志」
の
訓」
(
美
夫
君士山 、
創
刊
号 、
十
二
月)・
菊
沢
季
生
氏
「
万
葉

集
巻
九
(一
吉一昔)
の
和
歌
の
訓
み
方」
(
宮
城
学
院
女
子
大
学
研
究
論
文
集 、

十
四
号 、
三
月)
・

木
下
正
俊
氏
「「
入
日
哉」
其
他」
戸
万
葉 、
三
十
号 、

一
月)
・

同
氏
「
筑
波
嶺
に
雪
か
も
降
ら
る」
(
万
葉 、
三
十
三
号 、
十
月)

・
同
氏
「猶
し
恋
し
く
思ひ
か
ね
つ
も」(関西
大
学
文
学
論
集 、
九
巻
三

号 、
六
月)
・

鶴
久
氏
「「
乱
れ
い
づ
見
ゆ」
か
「
乱
れ
て
い
づ
見
ゆ」
か」

(
万
葉 、
三
十
号 、
一
月)・
同
氏
「
万
葉
集
に
お
け
る
対
句
の
場
合
の
訓

に
つ
い
て」
(
語
文
研
究 、
八
号 、
二
月)
・

西
宮一
民
氏
「「
見
所
久関心」

考」
(
万
葉 、
三
十
二
号 、
七
月)
・

同
氏
「「
八
船
多
気」
を
め
ぐ
っ
て」

(
万
葉 、
三
十一
号 、
四
月)・
伊
藤
博
氏
「「
落
易」
の
訓
な
ど」
(
万
葉 、

三
十一
号 、
四
月)・
降
矢
宣
朗
氏
「
何
物
可
将
念」
(
山
辺
道 、
五
号 、
三

月)・
加
地
伸
行・
小
島
憲
之
両
氏
「「岩田
失
奴」
考」
(
万
菜 、
三
十一
号 、

四
月)
・

須
田
善
四
郎
氏
「
字
麻
字
知
牟
礼
底」
(
万
菜 、
一二
十
二
号 、
七

月)・
橋
本
四
郎
氏
「
朝
月
日
向
黄
楊
櫛」
(
万
葉 、
三
十一
号 、
四
月)・

津
之
地
直一
氏
(
美
夫
君
志 、
創
刑
号 、
十
二
月)・
大
久
保
正
氏
「
心一表

考

||
人
昨日
歌
集
訓
話
の一
側
面

||」
(
美
夫
君
志 、
創
刊
号 、
十
二
月)

・
山
田
弘
通
氏
「「
佐
檎
の
隈
み」
考」
(
万
葉 、
コ一
十
二
号 、
七
月)・
宮

田
和一
郎
氏
「
万
葉
集
第一
番
の
歌
の
訓
方」
(
解
釈 、
五
巻一
号 、
一
月)

な
ど
が
あ
る 。
沢
潟
氏
の
前
の
論
は 、
「
携
行
而」
(回 、
宝一八)
を
諸
註
多
く

「
タ
ヅ
サ
ヒ
ユ
キ
テ」
と
訓
む
の
に
対
し
て 、
「
タ
ゾ
サ
ハ
リ

ユ
キ
テ」
も

し
く
は
「
タ
ヅ
サ
ハ
リ
イ
ニ
テ」
と
訓
も
う
と
い
う
も
の 。
後
の
論
は 、
「
刺

並
国
商
出
生
口
耶
吾
管
乃
公
失
(穴 、一
20 、
一口
三)
の
口
の
部
分
に
(
愛)

の
脱
字
が
あ
る
も
の
と
見
て 、
「ハ
シ
キ
ヤ
シ」
の一
句
を
入
れ
る
べ
し
と

い
う

論
で
あ
る 。
佐
伯
氏
の
は 、
「
左
手
蝿
師
子」
(回 、
奈ニ)
に
つ
い
て 、

「
小
網」
に
は
「
延
ふ」
と
は
言
わ
な
い
と
し
て 、
「
き
て」
は
「
然
而」 、

「
は
へ
し
子」
は
「
わ
が
心
を
そ
の
上
に
は
へ
し
子」
と
見
る 。
森
本
氏
の

は 、
「
家
古
関」
(一
)
に
つ
い
て 、
「
に」
に
願
望
の
終
助
詞
と
し
て
の
用

法
を
認
め
て 、
「
イ
ヘ
キ
カ
ニ
」
と
訓
も
う
と
す
る
も
の 。
松
田
氏
の
は 、

「
美」
と
「
鰭」
「
夫
君
志」
と
の
に
間
に
は 、
連
濁
の
お
こ
る
よ
う
な
常

時
的
継
続
的
な
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て 、
「
美
夫
君
志」
は
「
ミ
フ

ク
シ」
と
訓
む
べ
し
と
す
る
論 。
菊
沢
氏
の
は 、
「
妾
者
不
敷」
(九
二甘ニ七)

に
つ
い
て 、
類
衆
名
義
抄
に
見
え
る
敷
の
訓
の一
つ
「
ヒ
ラ
ク」
を
と
っ

て 、
「
ワ
レ
ハ
ヒ
ラ
ケ
ジ」
と
訓
も
う
と
す
る 。
木
下
氏
の
第一
の
も
の
は 、

14 



昭和三十四年における国語学界の展望一国語史(上代中古)ー
「入日
哉」(=一 、二五回)
を「イルヒニ
カ」
と
訓むか
「イラムヒ
ヤ」
と

訓むかとい
うこ
と
を
問題点として 、
推量形(イラム
日の
形)
と
露

出形(イル
日の
形)
の一
般的な
交錯状況と
その
よっ
て
くる

理由を

検
討して 、
結局
「入日
哉」
は「イラムヒ
ヤ」
と
訓む
をよしと
する

論 。
第二の
ものは 、
「筑波嶺に
雪か
も
降らる
否をか
もか
なし
き児

ろが
布乾きるか
も」(一回 、=一=一五一)
につい
て 、
(二 、ニ五二九)
の
歌にお
け

る
「否をか
も」
をはさんだ
前後の
句の
関係などか
ら
推して 、
「乾

せ
る
布」
を見て
よんだ
ものと
する
「私注」
の
説をよしと
する
論 。

第三の
ものは 、
「猶恋久
思不
勝駕」(一ニ 、
邑九六)
につい
て 、
「怠」
を

「シノピ」
と
訓むこと
を非と
し 、
「恩
不勝駕」
を
「オモヒ
カ
ネツ

モ」
と
訓み 、
そこか
ら
「猶恋久」
は 、
「ナホシコ
ヒ
シ
ク」
もし
く

は
「ナホモコ
ヒ
シ
ク」
の
連用中止
法と
解するの
がよい
と
する
論で

ある 。
鶴氏の
前の
論は 、
「乱出所
見」
(=一二一五六)
を
奥伝歌を
傍註と

して
「ミ
ダレ
テイヅミユ」
と
訓もうと
する
もの 。
後の
論は 、
対句

にお
ける
語
句・
活用形の
対応を一
字一
音形
式の
仮名
書の
例か
ら
帰

納して 、
類
推的に
他の
対句の
訓み方を決定しよ
うと

する
もの 。
西

宮氏の
前の
論は 、
「見所久恩」(一回 、=一=一さ一)
につい
て 、
これ
を
「ミ

ソ
クシ」
と
訓み
「ミス
グシ」
の
転と
見るこ
とは 、
「所」
が
乙
類仮

名で
あるとこ
ろか
ら
無理で
あるとして 、
「退く・
す」
の
語構成を

考え 、
「見退くし」
で「
速く
見やる」
意と
見ょ
うと

する
もの 。
後

の
論は 、
「入
船多
気」(七 、
三
奈)
につい
て 、
「ハ」
は
体言としての

「
船」
につ
く接

頭語と
見 、
「多
気」
は 、
「多
気ばぬれ」
(ニ 、一ニ=一)

「馬
太
伎行きて」(一九五一
吾)
の
「タク」
と
同
義の
語で 、
「手ヲ
上

下左右前
後-
二
定ノ
動
作ニ
掻キ動カス」
意で
あると
す
る
論で
あ

る 。
伊藤氏のは 、
「春草者後波落易」六 、九八八)
につい
て 、
草に
「チ

ル」
とい
うこと
を不審とし 、
「落」
に
衰える
意 、
「易」
に
変の
意の

あることか
ら
「落易」
を「ウツロ
フ」
の
義訓と
見るこ
と 、
「可消

五口者所念鴨」(一口 、ニニ四六)
につい
て 、「か
〈か
もV」
には
「も」
の
呼

応するこ
とが
多い
とこ
ろか
ら「ケヌベ
クモ
ワハ」
とよむの
が
適当

で
あろ
うとい
うことの

論 。
蜂矢氏のは 、
「何物」
の
表記は 、
代名

詞としての「ナニ」
に
当てた
ものと
見て 、
「何物可将念」(八二五八六)

(一O 、ニニ甘())
は
「ナニ
オカオモハ
ム」
と
訓むをよしと
する
論 。
加地

・
小
島両氏の
は 、
「老回失奴」(一六 、=一八八五)
につい
て 、
「礼記新義疎」

「説文解字」
の
「老回」「失」
につい
ての
注
を
参考として 、
「オイハ

テヌ」
の
訓をと
ろ
うとい
うもの 。

須田氏のは 、
「宇麻
宇知牟礼底」

(一七 、=一九九三)
につい
て 、
「馬をたて
並べ
て」
「馬を連ねて」
と
する

の
は 、
「群る」
が
自動下こで
ある以上無理で
あると
し 、
「うち」
を

「
鞭打つ」「駆る」
意と
見て 、
「馬を
駆り 、
鮮がっ
て」
と
解こ
うと

する
もの 。
橋本氏のは 、
「朝月日
向黄楊櫛」(二 、ニECC)
につい
て 、

「朝月」
を「日
向」
の
枕詞と
する
童家抄宗師案説をと
ろ
うとい
う

もの 。
「朝月日
向山月立所
見」(七 、
三九回)
も同
様に
見る 。
津之地氏

のは 、
「猿痛袖乎」
(六 、
突き
につい
て 、
こ
れを
「振袖痛乎」
の
誤

りとして 、
「ソ
テフル
ヤメテ」
の
訓を提唱し 、「垣鹿鳴」(一一
三思さ

につい
て 、
「鳴」
を「鳴す」
の
意の
笑辞と
認め 、
「カ
キホナシ」
と

訓んで「世間に
噂
を立ててやか
ましく騒ぎ立てて」
の
意と
するも

の 。
大久
保氏のは 、
「心哀」(二 、ニ四八八)
(一二 、三=一口)
につい
て 、
人

麿歌集には 、
「、不モコロ」
に
「側隠」
の
文字をあててい
ること 、

詩経注に
「一及 、
痛也」
と
あることなど
を
参考として
「ネ
モ
コ
ロ
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ニ
」
と
訓
も
う
と
す
る
も
の 。
山
田
氏
の
は 、
「
作
日
之
隈
因
子」
(ニ 、一七五)

に
つ
い
て 、
「
サ
ヒ」
が
「
境」
の
意
を
持っ
た
地
名
で 、
「
槍
の
隈」
の
地

を
地
形
的
に
い
う一
つ
の
地
名
あ
る
い
は
俗
称
ま
た
は
別
称
で
あ
ろ
う
と
見

る
も
の
で
あ
る 。
訓
詰
に
関
す
る
論
は 、
大
部
分
が
小
論
的
な
も
の
で
あ
り

な
が
ら 、
な
お 、
傾
聴
す
べ
き
も
の
が
多
い 。

ほ
か
に 、
万
葉
集
の
語
釈・
枕
詞
に
関
す
る
も
の
に 、
吉
永
登
氏
「「
あ

ざ
む
く」
と
「
日
の
み
か
げ」」
(
美
夫
君士山 、
創
刊
号 、
十
二
月)
・

木
船

正
雄
氏
「「
に
ほ
ふ
榛
原」
の
歌
の
解
釈
に
つ
い
て」
(
岐
阜
大
学
研
究
報

告 、
八
号 、
十
二
月)・
松
田
好
夫
氏
「
万
葉
集
の
枕
詞
二
三

||
味
沢
相 、

角
障
経 、
百
伝

||」
(
国
語
国
文
学
会
報 、
十
集 、
十一
月)
な
ど
が
あ

る 。
吉
永
氏
の
は 、
「
阿
射
無
加
受」
(五 、九
実)
の
「
ア
ザ
ム
ク」
に
つ
い

て
は 、
「
軽
蔑」
の
怠
を
考
え
て
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と 、
「
天
之

御
蔭・
日
御
影」
(一 、
芸一)
の
「
カ
ゲ」
に
つ
い
て 、
「
光」
と
す
る
解
の
適

用
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
論 。
木
船
氏
の
は 、
「
引
馬
野
爾

仁
保
布
榛
原」
(一 、
毛)
に
つ
い
て 、
「-一
ホ
フ」
と
「
モ
ミ
チ」
の
語
義
を

検
討
し
て 、
「
黄
葉
の
黄
色
に
ニ
ホ
フ
榛
原」
と
解
し
よ
う
と
す
る
論 。
松

田
氏
の
は 、
「
味
沢
相」
は
「
ア
ヂ
(
味
鴨)
サ
ハ
(
多)
フ
(
生
こ
の

意 、
「
角
障
経」
は
「
ツ
ノ
(
蔦)
サ
ハ
(
多)
フ
(
生)」
の
意 、
「
百
伝」

は 、
「
モ
モ
(
百)
ツ
タ
(
蔦)
フ
(
生)」
の
意
で
あ
ろ
う
と
す
る
論
で
あ

る 。訓
点
語・
訓
点
資
料・
そ
の
他

訓
点
語・
訓
点
資
料
に
関
す
る
も
の
の

う
ち 、
特
定
の
点
本
に
つ
い
て 、
そ
の
訓
点
全
般
に
ふ
れ
た
も
の
に 、
大
坪

併
治
氏
「
大
東
急
紀

大
乗
広
百
論
釈
論
承
和
点
に
つ
い
て
」
(
国
話
学、
一
ニ
十

.念文庫本

七
輯 、
六
月)
・

同
氏
「
再
び
法
情
義
疎
長
保
点
に
つ
い
て 、
下」
(
島
根
大

学
論
集 、
人
文科
学、
九
号 、
二
月)・
同
氏「
東大
金剛磐
若
経賛
述仁

寺井

和
点
続
詔
」
(
島
根
大
学
関
学
十
周
年
記
念
論
文
集、

十
二
月)
・

吉
田
金
彦

氏
「
訓
点
拾
遺
五
題」
(
訓
点
語
と
訓
点
資
料 、
十一
一瞬 、
三
月)
・

曲目
回
文

雄
氏
「興
型
大
庖
西
域
記
巻
十
二
の
朱
点」
(
同)
な
ど
が
あ
り 、
そ
の
他 、

寺本
和
訓
の
み
に
ふ
れ
た
も
の
に 、
古
田
金
彦
氏
「
新
挟
字
鋭
と
そ
の
和
訓
の
特

質」
(
芸
林 、
十
巻
四
号 、
十
月)・
同
氏
「
宮内
庁
曾
六
臣
註
文
選
の
訓
点」

陵部蔵本

(
訓
点
語
と
訓
点
資
料 、
十
二
穂 、
八
月)
・

小
泉
道
氏
「
真
福
寺
本
霊
異

記
訓
釈
考
証」
(
同)・
築
島
裕
氏
「
平
安
時
代
の
和
歌・
歌
謡
と
漢
文
訓

読」
(
国
語
国
文 、
二
十
八
巻
四
号 、
四
月)
な
ど
が
あ
る 。
大
坪
氏
の
第

一
と
第
二
の
論
考
は 、
ヲ
コ
ト

点・
仮
名・
漢
字
の
音
義
の
註・
音
韻・
特

殊
な
漢
字
の
訓
法・
文
法・
語
業
の
各
項
目
に
わ
た
っ
て 、
第
二
の
論
考

は 、
前
稿
の
続
篤
と
し
て 、
「
文
法」
中
の
形
容
動
詞・
助
動
詞・
助
詞・

接
頭
語・
接
尾
語・
捉
示
語
法
の
各
項
目
に
つ
い
て 、
い
ず
れ
も
詳
細
な
解

説・
検
討
を
施
し
た
も
の
で
あ
る 。
吉
田
氏
の
は 、
京都興
大
唐
閤
域
記晴

聖寺井

町

第・
高
山
法
華
経
遊
な・
仁和寺

諸
経
妥
巨木
巻
第
十
八・
仁和寺

大
靴
底
遮
那

ニ
寺本

塔
中政

ι

御経
蔵

成
仏
神
変
加
持
経・
束中守
観
不
空
穎
索
神
呪
心
経
に
つ
い
て 、
ヲ
コ
ト

点・

智院本

仮
名
字
体・
字
音・
背
使・
和
訓
等
の
紹
介
を
し
た
も
の 。
曽
田
氏
の
は 、

標
記
の
点
本
に
つ
い
て 、
ヲ
コ
卜

点・
仮
名
字
体・
音
便・
話
集・
文
法
等

に
関
す
る
事
項
の
紹
介
を
し
た
も
の
で
あ
る 。
吉
田
氏
の
「
新
撰
字
鏡」
に

関
す
る
も
の
は 、
本
書
の
和
訓
は 、
漢
字
訓
に
従
属・
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

を
説
き 、
そ
の
和
訓
の
特
質
は 、
口
一品
的
解
説
的
で
あ
る
こ
と 、
具
体
的
で

あ
る
こ
と 、
古
一治
を
伝
え
て
い
る
こ
と 、
方
言
的
色
彩
が
あ
る
こ
と
な
ど
に

あ
る
こ
と
を
論
じ
た
も
η 。
「
六
五
主
文
様」
に
苅
す
る
も
の
は 、
そ
れ
に

付
せ
ら
れ
た
傍
訓
に
つ
い
て 、
板
本
と
の
比
較・
書
陵
部
本
名
義
抄
と
の
比
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昭和三十四年におげる国語学界の展望一国語史 (上代中古)ー
較-
特殊な
霊園きぐせ
等を
記した
もので
ある 。
小泉
氏の
は 、
標記の

書の
全
訓釈を
記して 、
他本との
比較に
よる
考証を
付した
もの 。
築

島
氏のは 、
漢文
訓読と一
般の
和
歌・
物名歌・
詞書・
歌合・
神楽歌

.
催馬楽・
釈
教歌・
仏教歌謡との
関係・
交渉を
それ
ぞれの
用語に

つ
い
て
丹念に
観察した
もので
ある 。

特定の
訓点語につい
て
論じた
ものに 、
小林芳規
氏「助詞イの
残

存
l!平安時代の

使用者と
用法
||」

(東
洋大学紀要 、
十三
集 、

五
月)・
同
氏「「及」
字の
訓読」(言語と
文芸 、
四号 、
五
月)・
大坪

併治
氏
「トイフハ・
トイハ・
卜ハ

につい
て」
(国語国文 、
二
十八

巻二
号 、
二
月)・
春日
和男
氏
「ゴ
トシとい

ふ
語の
形態と
位相
ll

今昔物語集の
用例二三
||」(文芸と思想 、

十八
号 、
十一
月)・
門

前正
彦
氏「
漢文
訓読
史上の一
問題伺
||「ヒ
ト」

よ
り

「モ
ノ」
へ

||」(訓
点語と訓
点資料 、
十一
暢 、
三
月)・
久山善正
氏
「「タト

ヒ」(仮
使・
仮
令)
につい
ての一
考察」
(同)・
鈴木一
男氏
「初期

点本
所
見の
呼格表
示の
助詞「と」
につい
て」(訓
点語と訓
点資
料 、

十二
属 、
八
月)・
門前正
彦氏「成唯識論の「ざりぬる」
とい
うよみ

方につ
い
て」(同)
などがある 。
小林
氏のは 、
「イ」
の
存する
資料

と
存しない
資料・「イ」
を
用い
た
人々
と
用い
ない
人々
を
区別し 、

添意助詞としての
「イ」
の
性格を
検討し 、
最後に 、
「卜イハ」
を

古代語「イ」
の
作っ
た
複合語として
性格づ
けてい
る 。
同
氏の「及」

字に
関する
論
考は 、
「オヨピ」
の
訓はいつ
ご
ろか
ら 、
ど
うい
う人

々
に
使わ
れたか
を
述べ 、
この
訓がなぜ
生じたかについ
ては 、
辞
訓

の
詞
訓化によ
ると
する 。
大坪
氏のは 、
「トイハ」
が
「トイフハ」

か
ら
変化した
もので
あろ
うとい
うこと
を
中心として
論ぜ
られた
詳

細な
論で
ある 。
結論は
妥当で
ゐるよ
うに

思われる 。
ただ「トイフ

ハ
↓トイハ」
の
変化は 、
促品目化とい
うより
も
匂口
忠↓-
E
の
縮
約

形と
見た
方がよい
よ
うに

思われる 。
が 、
このことは
さらに
論を
必

要と
するだろ
う 。

春日
氏の
は 、
「ゴ
トシ」

が
形態上不備で
あるこ

と 、
立回便形を
欠くこ
と
などを位栂上から説明した
もの 。
門前
氏の

は 、
妙法蓮華経の
諸本
を
資料として 、
平安極初期には 、
「者」
字

の
有無にかかわらず 、
人聞を
指すのに
は「ヒ
ト」

の
訓が
用い
られ

てい
たが 、
中
期に
は 、
人
間 、
事物のい
ずれに
も「モノ」
が
用い
ら

れるよ
うに
なっ
たとい
う論 。

久山
氏のは 、
「タトヒ」
が
仮設条件

と
応じる理由 、
「仮使」
などを
「タ卜ヒ」
と
訓ん
だ理由・
漢文
訓

読では
「タトヒ:・;パ」
とい
う形が
あるのに 、
国語では
「
タ
ト

ヒ・::トモ」
とい
う逆接だけに
なる理由等につい
て 、
訓読資料に

もと .すい
て
検討した
もの 。
鈴木氏の
は 、
呼格表示の
関投助詞と
見

られる「と」
の
存在を初期の
点本に
認め 、
その
源
流を上
代語に
探

ろ
うとした
もの 。
呼格助詞「と」
用例一
覧を付してい
る 。
門前氏

の
「ざりぬる」
の
論考は 、
国訳成唯識論に
見える「ざりぬる」
の

訓につい
て 、
原漢文の
「
不」
に
加えられた
打消の
助動詞の
連体形

「ぬ」
を
表わ
すヲコ
卜点を 、

初期の
訓読に
無知なために 、
完了の

助動詞の
「ぬ」
に
誤認した
ものと
するもので
ある 。

なお、
訓点資料に
関する
ものに 、
稲垣
瑞穂氏「東大寺図書館蔵

本百
法顕幽抄巻一
末古点試読」(武庫川
女子大学紀要 、
七
集)・
築

島裕
氏「長承本
蒙求字音点伺」(訓
点語と訓
点資料 、
十一
瞬 、
三

月)・
遠藤
嘉基
氏「吉沢
義則編「点本書目」
の
補正(その
こ」・
中

旬
祝夫氏
「訓点資料と
訓点語の
研究」
(日
本学術振興会研究報告
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集
録
編 、
十
二
月)
〈
未
見
V
・

福
田一
袈
之
介
氏
「
家
蔵
本
大
磐
若
経
音
義

に
つ
レ
て」
(
岡
山
大
学
学
術
紀
要 、
十一
号 、
一
月)
〈
同
V
が
あ
る 。

稲
垣
氏
の
は 、
解
読
文
を
掲
載
し
た
も
の 。
築
島
氏
の
は 、
字立円
点
に
つ
い

て
の
仮
名
索
引
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る 。

文
体・
修
辞
に
関
す
る
も
の
に 、
阪A心
情府
義
氏
「
物
語
の
文
章

||
会
話

文
に
よ
る
考
察

||」
(
人
文・
京
都
大
学
教
養
部
十
周
年
記
念
特
集 、
十

一
月)・
馬
淵
和
夫
氏
「
今
昔
物
語
集
に
お
け
る
言
語
の
問
題」
(
解
釈
と
鑑

賞 、
二
十
四
巻 、
七
号 、
六
月)・
清
水
好
子
氏
「
枕
草
子
の
言
葉
の
使
い

方」
(
解
釈
と
鑑
賞 、
二
十
四
巻
十
号 、
九
月)・
瀬
古
確
氏
「
人
麻
呂
の
修

辞

||
特
に
枕
詞・
序
詞
に
つ
い
て

||」
(
熊
本
大
学
教
育
学
部
紀
要 、

七
号 、
二
月)
・

丙
尾
光
雄
氏
「
源
氏
物
語
に
お
け
る
修
辞」
(
国
文
学 、
学

燈
社 、
四
巻
十一
号 、
九
月)
な
ど
が
あ
る 。
阪
倉
氏
の
は 、
中
古
の
作
品

に
つ
い
て 、
会
話
文
の
密
度
を
調
査
し
て 、
「
つ
く
り

物
語」
は
対
話
文
的 、

「
歌
物
語 、
日
記」
は
独
詩
文
で
あ
る
と
し 、
源
氏
物
語
は
そ
の
中
間
を
ゆ

く
も
の
と
見
ら
れ
る
が 、
日
本
の
物
語
小
説
の
文
章
的
性
格
は
「
独
話
文

的」
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
と
い
う
も
の 。
馬
淵
氏
の
は 、
「
今
昔
物
語」

に
つ
い
て 、
表
現
類
型
の
上
か
ら 、
私
的
文
献 、
漢
字
か
な
ま
じ
り

文 、
変

体
漢
文
調
と
い
う

性
格
づ
け
を
行
な
い 、
用
字
の
上
か
ら
は 、
真
名
本・
色

葉
字
類
抄
に
共
通
の
も
の
を
見
る
と
い
う
も
の 。
清
水
氏
の
は 、
枕
草
子
の

文
章
を
作
者
の
個
性
の
反
映
と
し
て
と
ら
え
よ
う
と
し
た
も
の 。
瀬
古
氏
の

は 、
人
麿
の
枕
詞
使
用
の
白
血
性
と
創
作
性
を
説
き 、
序
詞
は
民
謡
的
色
彩

を
も
ち 、
初
期
の
頃
に
好
ま
れ
た
も
の
と
す
る 。
西
尾
氏
の
は 、
漸
府
法・

反
漸
層
法・
対
句
(
平
行)・
明
除・
引
取・
文
末
の
様
相
等
の
修
辞
的
事

実
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る 。

系
統
論
に
関
す
る
も
の
と
し
て 、
服
部
四
郎
氏
「
日
本
語
の
系
統」
(
岩

波
書
応 、
一
月)
が
出
版
さ
れ
た 。
日
本
語
の
系
統
に
つ
い
て 、
終
戦
後
書

か
れ
た
論
文
を
ま
と
め
ら
れ
た
も
の 。
内
容
の
紹
介
等
は
他
の
「
書
評」
に

ゆ
ず
る 。
論
文
と
し
て 、
江
実
氏
「
不
規
則
動
詞
に
つ
レ
て」
(
岡
山
大
学

法
文
学
部
学
術
紀
姿 、
十一
号 、
一
月)
が
あ
る 。
国
語
の
不
規
則
動
詞

「
有」
の
語
幹
を
2・
と
認
定
し
た
上
で 、
古
代
テュ
ル
ク
語
の
変
格
gH

-
釦円
(
有)
と
比
較
し 、
こ
の
比
較
を
通
し
て
系
譜
的
関
係
を
論
証
し
よ
う

と
し
た
も
の
で
あ
る 。

索
引
類
も 、
前
年
度
に
引
き
続
い
て
い
く
つ
か
の
も
の
が
出
さ
れ
て
い

る 。
広
島大学
文学部
国
語
研
究室
編
「
古
本
説
話
集
総
索
引同」・・東
節

夫 、
塚
原
鉄
雄 、
前
回
欽
吾
諸
氏
「
和
泉
式
部
日
記
総
索
引
本
文
編」
(
武

蔵
野
書
院)
・

風
間
力
三
氏
「
伊
勢
物
語
動
詞
分
類
索
引」
(
甲
南
大
学
文
学

部
論
集 、
十
号 、
十一
月)・
長
島
豊
太
郎
氏
「
古
字
書
綜
合
索
引」
(
日
本

古
典
全
集
刊
行
会)
な
ど
で
あ
る 。
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